
2006年OECD生徒の学習到  
達度調査（PISA2006）による  
と，日本は科学への興味・関  
心が低く，観察・実験等を重  
視した理科の授業を受けてい  
る生徒が少ない。

文部科学省委託事業「科学的体験学習プログラムの体系的開発に関する調査研究」

学習指導要領に対応した科学的体験学習プログラムの開発の概要

学習指導要領の改訂
言語活動の充実
思考力・判断力・表現力等
の育成

理数教育の充実
体験活動の充実
環境教育

科学的体験学習プログラムの体系的開発

科学的体験学習プログラムの開発  Contents

博物館の特長を活かした，理科の各単元に  
直結したプログラムを47本開発

連携促進と成果の普及「授業  
に役立つ博物館を語る会」

2.  開発体制1.  背景

4.  主な成果

ポータルサイト  
「授業に役立つ博物館」

教員のための博物館の日2008

3.  現状と課題の抽出
博物館との連携に関する小・中学校へのアンケート  
調査

海の環境調査 火山をつくろう
学校での使いやすさを考慮し，開発プログラムを学習指導要領に対応  
させ体系化し，共通書式（プログラム概要・学習活動案）により記載

調査研究中間報告会

学校と博物館の効果的な連携システムの構築  Community

プログラムと連携システムの普及  Communication

学校と博物館をつなぐ人材(リエゾン)

科学的体験活動の充実

5.  今後の展開
・総合的な学習の時間や環境学習など
に対応した探究型，活用型のプログラ
ムの開発

・プログラムの開発・改善の継続
・他機関との連携強化
・普及のための情報の発信・共有・反映
のシステム構築

・学校と博物館をつなぐ人材（リエゾン）
の育成とその拠点機能の充実

(10)・(42)（５）月と太陽

(24)・28・29（４）土地のつくりと変化

26・(39)(21)・(22)・27・4425 23・24・(34)（３）生物と環境

2 （２）植物の養分と水の通り道

21・22・41（１）人の体のつくりと働きＢ生命・地球

13 （４）電気の利用

（３）てこの規則性

12・19・20・(30)(34)（２）水溶液の性質

18 (31)（１）燃焼の仕組みＡ物質・エネルギー第６学年

（４）天気の変化

17 （３）流水の働き

16・2115 （２）動物の誕生

14 （１）植物の発芽、成長、結実Ｂ生命・地球

13 （３）電流の働き

（２）振り子の運動

12・19（１）物の溶け方Ａ物質・エネルギー第５学年

10・11・(25)・(42)（４）月と星

（３）天気の様子

9・(14)8 (22)(3)・7・(23)（２）季節と生物

6（１）人の体のつくりと運動Ｂ生命・地球

（３）電気の働き

5 （２）金属、水、空気と温度

（１）空気と水の性質Ａ物質・エネルギー第４学年

（３）太陽と地面の様子

(2)・4・143・(7)・(23)（２）身近な自然の観察

2 (3)・(23)（１）昆虫と植物Ｂ生命・地球

（５）電気の通り道

（４）磁石の性質

（３）光の性質

（２）風やゴムの働き

（１）物と重さＡ物質・エネルギー第３学年

植物園動物園水族館
理工系博物館

・科学館
自然史系博物館

開発したプログラムと学習指導要領との関連【小学校理科】
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開発したプログラムと学習指導要領との関連【小学校理科】

・博物館での体験や実物に触れることにより興味・関  
心・感性の育成を期待

・中学校では出前授業や標本・デジタル教材の貸出し  
等の教室学習支援に期待

・小学校では理系出身の理科主任は半数以下

・小・中学校ともに「天文」「気象」「地学」分野，新しい  
学習指導要領に追加・充実された分野のニーズが  
高い
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